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1.は じめに

中国語を第二外国語 として学ぶ ものにとって、一般的な日常生活の場面で必要最低限の

語彙量を身につけることが当面の 目標であるが、語彙量に関する先行研究や、既存する語

彙 リス トから判断する限 り、使用頻度の高い8000語 レベル相当の語彙量を身につけるの

が妥当であろう。 しか し、単純に毎 日3語 習得 したとしても、7、8年 かかる計算である。

これは、日本の高校、大学における中国語教育の現状3で は、到底間に合わない数である。

こうした状況の中、呂(1999)、 沈(2002)、 輿水(2005)ら は、今 日の中国語語彙教育に

は、「限られた時間の中で、いかに効率 よく語彙量を増やせ るか」 という、いわゆる中国

語で言う"挙 一反三"(一 を聞いて十を知る)の 考えが重要であると指摘する。

そこで、本研究では近年中国国内を中心に議論 されている語素教学法 という考えに注 目

した。語素教学法 とは、例えば二字漢語4の 場合、従来の語彙学習は 「語」の単位で意味

を教えているが、この語素教学法の考えは、語に含まれる語素の意味を指導することで語

素が核 とな り、そこか ら派生 して複数の語の学習に役立つ という考えである。この考え

は、「限 られた時間の中で、いかに効率よく語彙量 を増やせるか」という中国語語彙教育

に課せ られた問題の重要な鍵を握ると考えている。また、この語素教学法は、 日本人中国

語学習者 に見 られる語素を手がか りとした未知語の推測と大 きな関係がある。これまで、

語素教学法 と推測 との関係性はあまり指摘 されてこなかったので、一度この問題 も考えて

みたい。

語素教学法はまだ未完成の研究分野であ り、様々な問題や課題 を抱えている。また、研

究の中心は、中国国内における対外漢語教育 としての位置づけによるもので、学習対象者

も日本人特有の問題は考慮 されていない。よって、これまでの研究成果では日本人を対象

にした場合にい くつか合致 しない部分が生 じる。そこで、本研究ではまず語素教学法研究

の現状 と課題点を整理することか ら始める。さらに、今回は語素教学法を考える上で重要

な条件の一つである指導語素の選別(ど の語素を教えるか)と いう問題に焦点を絞って、

語素教学法を考えてみたい。
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2.語 素教学法

2.1.語 素(Morpheme)と は

「漢字 は、 『字』 であ り、 『語』で あ り、 と きには 『語素』 に もなる」。 なぞ なぞ の ようだ

が、例 えばく空 〉 とい う漢字で考 えてみ よう。〈空 〉は字であ ると同時に、「私は、〈空 〉

を見上 げた。」の ように、意 味 を持 ち、独立 して使 うこ とので きる語 である。 これ は、漢

字が 表意文 字 また は表語 文字 と言 われ るゆ えんで ある。 さらに、 〈空 〉 は 「空港 」、「青

空」 な ど、語 を構 成す る役 割であ る語素 に もなる。 朱徳 煕(1982:9)で は、語 素 を"最 小

的有 意又 的浩 言成分"(最 小 の意味 を持 つ言 語成分)と 定義 してい る。漢 語の大 部分 は、

一 語素 は一字 漢 語 の 関係 に あ る。 しか し、例 えば"蜘 蛛"(ク モ)の ように、"蜘"と

"蛛"に は意味 を持 たず
、"蜘 蛛"で ようや く意味 を持つ単位 となるため、"蜘 蛛"が 一つ

の語素 となる。 この他 に、"可 示"(コ ー ラ)、"巧 克力"(チ ョコレー ト)な ど、一つ の語素

が二字漢語以上 となる ものはい くつか あるが、朱氏 も指摘す る ように漢語 にお いてこの よ

うなタイプはわずかであ る。そ こで、本研 究 において も語素 を一字漢語 として定義す るこ

とを断ってお きたい。

2.2.語 素教学法の基本理念

昌文隼(1999)は 、《対外双沼教学浩法体系研究》〈建立活素教学的杓想〉において語素

教学法 という考えを提案 した。昌氏の考える語素教学法の基本理念 をまとめると、従来の

ように語の単位で意味を提示、指導するだけではなく、そこに含まれる語素の意味、また

は語素 と語の意味の構造や関係性 を提示、指導することで、語の習得が深 まり、また習得

した語素が核 となり関連する語を効率 よく習得できるというものである。以下、ひとつの

提示方法を抜粋する。

昌文隼(1999:85)の 語素提示例(【 】 は筆者訳)

謙虚(形)qianxU

謙(素)謙 辻 、不 自満。 【遠慮 して譲る、自慢 しない。】

虚(素)不 自以力是 、不 自高 自大。 【高慢で ない、お ごり高ぶ らない。】

卑(素)低 下。 【低 い】

謙虚(洞 又)【 語義】=錯 杓 又(朕 合 式)【 構 造義(連 合式)】+活 素又(廉 辻、不 自

大)【 語素義(遠 慮 して譲 る、横柄で ない)】

廉卑(洞 又)【 語義】=錯 杓又(朕 合式)【 構造義(連 合式)】+浩 素又(廉 辻、把 自己

看得根低)【 語素義(遠 慮 して譲 る、 自分 を低 く見 る)】
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"廉虚"と い う語 の意味 だけ教 えるので はな く
、語素"廉"、"卑"の 意味 を提示 、指導

す る ことで、語素"謙"と"卑"を 核 に、"廉 和、廉辻 、道 廉、 自廉"、"自 卑 、卑 下、卑

微、卑称"な どの学習 に も役立 つ とい う考 えである。 さ らに、呂氏 は中国語学習者 に とっ

て、上記 の例で言 うと"廉 虚"と"廉 卑"の 意味の違いや使い分 けは困難で あるが、語素

の意味 を知 るこ とで理解 に繋 が りやす い とも指摘 している。 この ように、語素教 学法 には

大 きく二つのアプローチの可 能性 があると言 える。

2.3.語 素教学法研究の現状

昌氏の考える語素教学法は、非常に興味深い内容であるが、〈建立浩素教学的絢想〉 と

いう題 目からもわかる通 り構想段階での報告である。さらにこれ以降、呂氏は語素教学法

について大 きく進展 した研究報告はされていない。また、他の研究者からも語素教学法に

関してい くつか研究されて きたが、体系的に教授法として確立 した研究は見地の限り存在

しない。日本国内で も、同様の研究および教材は現段階では少ないが、輿水(2005)で は

日本における中国語語彙教育 とい う立場か ら語素を指導する重要性 を指摘 している。ま

た、荒川(2002、2003、2009)の 日中語素比較研究の視点は、語素教学法を考える上で非

常に興味深い内容であり、語彙教育に語素指導 を取 り入れようとする動きはある。

今 日まで言語学の分野で、漢語における語素の重要性は、意味的、構造的視点から多 く

の研究者によって研究されてきた。そ して、1990年 代に入 り、呂氏の 〈建立沼素教学的†勾

想〉を皮切 りに、第二言語習得における語彙教育的側面か ら語素教学法 という分野を確立

しようとい う動 きが起 こった。 しかし、実際は語素教学法 と呼べる段階 まで達 してお ら

ず、これまでの言語学的アプローチと大差のない状態で、今後更なる研究が求められてい

る。語素指導法に必要な条件は、下記5.1以 降で詳 しく考えてい く。

3.日 本人 中国語学習者 にみ られる語素 を手がか りとした語意推測5

3.1.語 意推測

一般 的な成人 の母語話者 は何万 もの語彙量 がある と言 われるが 、それで もなお 日々未知

語 に出 くわ し、 日々語彙 を習得 してい る。先 日、イ ンターネ ッ トニュースで 「映画 『○○』

つい に撮入」 とい う見 出 しがあった。 この文か ら、「撮入」 とは 「クランクイン」 とい う意

味で あるこ とはわか るが、普段 は使 わない語彙 である。 また、 この見 出 しに関連 リンクが

貼 られていて、そ こには 「映画 『○○』 無事 撮了」 とい う見 出 しが あ った。 これ も、「ク

ラ ンクアウ ト」の意 味で あ るこ とはわか る。 しか し、 よ く考 える とこれ まで一度 も 「撮

入」、「撮了」 とい う語の意味 を調べ た記憶 はない。 なお、 『広辞苑』(第 六版)に 「撮入」、

「撮 了」 とい う語 は載 って いなか っ た。 この よ うに、未知 語 に対 して様 々 な手 が か りを
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使 って意味 を推測す る語意推測 は、決 して珍 しいこ とで はない。推測 とは一見語彙習得 と

は相反す るように思 えるが一つの学 習方略 と言 える。ネーシ ョン(2005:270)で は、「言語

アイテムの直接 的勉 強は総学 習プログラムの25%以 上 を占めることはない」 と指摘す る よ

うに、付 随的学習(incidentallearning)6に よる習得の割合 は大 きい。

3.2.語 素 を推測の手がか りとして

学習者 はテクス ト内で未知語 に出 くわ した際、 なにか しらの手がか りを使 って未知語の

意味 を推測 しようとす る。「語素」、「品詞」、「コロケ ーシ ョン」、「前後の文脈」、 さ らには

「背景知識」や(第 二言語習得 では)「 母語知識」 な ど、手が か りには様 々な要 因が考 え ら

れ、 これ ら複数の手がか りを組み合 わせ て意味 を推測 している。で は、 日本人 中国語学習

者が 中国語 の未知語 を推 測す る際、 どの ような手 がか りを使 っているだろ うか。 さ きほ ど

の 「撮入 」の例で あるが、 この意味 を推測 す るため に筆者 も複 数の手が か りを使 用 した。

まず、「映画 『○ ○』 つ いに撮入 」 とい う文 か ら、未知語が 「映 画 に関す る語彙 」で ある

ことがわかる。 また、「ついに」 とい う言葉か らおそ らく動 詞的用法 が くるだろ うと予測で

きる。そ して、 もう一 つが本研 究のポ イン トとな る 「語素 」であ る。「撮 入」の語素 「撮」

と 「入 」 を見 て、「撮影 」 に 「入 る」 か ら 「クラ ンクイ ン」 とい う意味 を推測 した。「撮

了」 も同様 に、「撮影」+「 完 了or終 了」か ら 「クランクアウ ト」 と推測で きる。実 はこ

のように、語素が推測の重要 な手が か りとなるの は、先述 したように表意文字であ る漢語

で は重要 な手が か りの一つで ある。語素 を手がか りと した推測 は、 日本人は母語の語彙習

得 におい て身に付 いた もので、 ある意味無意識 で行 っている行動 といって もよい。 この語

素 を手が か りとした推測 とい う方略 は、 中国語学習 時に も見 られる。 しか し、 ここで問題

になるのが、中国語 を推測す る際 に 日本語 の漢字知識 が関与 す るとい うこ とである。 これ

は、下記4.実 験 で詳 しく考えてい きたい。

このように、語素の意味てがか りに未知語 の意味 を推測 しようとす る方法 は、語素 と語

の結 びつ きが強 い漢語 に とって、大 きな手が か りとなるこ とが ある。 また、推測 には様 々

な要 因や、 さ らには母語知識 も大 きく関係 して くる。 この ように、語素 教学法 と語意推測

は大 きな関係が ある。語意推測 の問題 は、語素教学法研 究においてあ まり取 り上 げ られ て

こなか ったが、軽視で きない重要 な問題 であると考 える。

3.3.日 中同形語7と 日中非同形語の認識、推測の手がかりの違い

日本人は、中国語の二字漢語を推測する際、 日中同形語 と日中非同形語で推測の手がか

りや方法が大 きく異なる。筆者が担当する一年次の中国語クラス8で は、毎年一、二回目

の授業時に、 日中間の字体、字義の相違や、中国語における外来語の扱い方などを学ぶた
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めに、次 のような中国語 の意味 当てクイズ をおこなっている。 ちなみ に、学生 にはこの中

国語 を見 て白紙 で出 さず に何 で も良 いか ら意 味 を書 くよう指示 を している。 では、あ る学

生の答 えを例 に解説 してい きたい。

表2.日 本 人中国語学習者 の解答例

問題 解答

(a)"足 球"(サ ッ カ ー) ○サ ッカー

(b)"日 本"(日 本) ○ 日本

(c)"睡 覚"(寝 る) ×目が覚 める

(d)"手 表"(腕 時計) ×手のひ ら

(e)"愛 人"(配 偶 者) ×不倫相手

周 知の通 り、 中国語 には、"日 本"「 日本(に ほ ん)」、"愛 人"「 愛人(あ い じん)」 の よ

うな 日中同形語 と、"足 球"「*足 球」、"睡 覚"「*睡 覚」、"手 表"「*手 表 」な どの 日中非 同

形語 が存在す る。 また、 日中同形語 には、"日 本"「 日本」 の ように意味 も同 じ 「同義語」

と、"愛 人"「 愛人」(中 国語で は、「配偶者」 の意味)の よ うに、 日中で意味が異 なる 「異

義語」が存在 する。 さて、上記 の ようなクイズ を行 った後、 この学生 に 「なぜ この ような

答 えを書いたのか」、 その理由 を尋 ねた ところ、次の ように考 えた と言 う。

表3.日 本人中国語学習者の推測過程例

問題 推測過程 解答

(a)"足 球"(サ ッ カ ー) 「足」 を使 う 「球技」 ○サ ッカー

(b)"日 本"(日 本) 「日本」 ○日本

(c)"睡 覚"(寝 る) 「睡眠」が 「覚 める」 ×目が覚 める

(d)"手 表"(腕 時計) 「手」の 「お もて側」 ×手のひ ら

(e)"愛 人"(配 偶 者) 「愛人」 ×不倫相手

"足球"は
、 「足 を使 う球技?」 と語素"足"と"球"の 意味 を手が か りに、 しか も日本

語 の知 識 を使 って推測 してい た。 同様 に、語 素 を手 がか りに推 測 したの は、"睡 覚"と

"手表"で ある
。 これ らの共通点は、 日中非 同形語 とい うことになる。

一 方、"日 本"、"愛 人"の 日中同形語 は どうだ ろ うか。 この学 生の答 えか らもわか る よ

うに、 日本 人が 中国語"日 本"、"愛 人"と い う語 を見 て、「「日』 の 『人』?」 、「『愛』す る
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「人』」 と頭 の 中で語素 に分解 して考 えるだろ うか。 日本 人で あれば、"日 本"、"愛 人"と

い う語 をみ る と、す ぐに日本語の 「日本」、「愛人」 として認識す るだろ う。そ して、上記

の学生 の ように"日 本"「 日本」 は同義 であ るため正解 とな るが、"愛 人"「 愛 人」 は、 日

中間で意 味が異 なるため間違い に繋が ったのであ る。非漢 字圏の学習者 に とって は、"足

球"、"睡 覚"、"手 表"、"日 本"、"愛 人"は 、全 て 「二つの字で構成 された語」 として認識

す るだけであって、非漢字 圏の学習者 を対象 とした語素教学法 の場合 は、これ ら全 てを同

じ対象 として扱 って もか まわ ない。実際、 昌(1999)の 場合 、対象者 は対外 漢語教学 とい

う位 置づ けであ って、 日中同形 語 と非 同形語 の 区別 な く扱 って いる。 しか し、 日本 人 に

とって 日中同形語 を語素 に分解 して考 えるこ とは不 自然 な方法 なのである。要す るに、 日

本人 に とって 日中同形語 は、語素教学法 の対 象 とな りに くい。 ちなみ に、 日中同形語 に関

して は、 これ までの 日中同形語研究で行 われ ているように、語の単位で 日本語の意味 と比

較 しなが ら理解す るのが効果 的であろ う。で は、実際 に 日中同形語 と非 同形語 は 日本語 と

中国語 の問で どの くらい存在す るの だろうか。 この判断 は対象 とす る辞書 によって異 なる

が、今回 は下記 の辞書及 び語彙 リス トに限定 して調査 した。

表4.本 研究における日中同形語、非同形語の判断基準、材料

辞書及び語彙 リス ト 設定

中国語
〈双活水平洞江与汲字 級大鋼 〉の二字漢語

甲級551語 、乙級1376語 、計1927語

初～中級段階の

目標学習語彙

日本語 ・「新選国語辞典第九版」(約9万 語) 日本語母語話者の

漢字知識

中国語の語彙は、中国語初級か ら中級学習者を念頭において、<双 沼水平洞江与双字級

大鋼〉甲、乙級の計1927語 を対象とした。次に、日本語の範囲であるが、これも辞書に

よって大 きく判断が異なる。このような日中同形語問題を考える場合、中型、または大型

辞書 を使用するのが一般的であるが、今回は高校、大学での学習者 ということを考えて、

あえて約9万 語収録の 「新選国語辞典 第九版』を日本語の判断基準 とした。なお、本研

究における日中同形語、非同形語の判断は全て 『新選国語辞典 第九版』に従い、この見

出しに収録されていない語は、全て日中非同形語 として判断 した。結果、1927語 中1206

語(約63%)が 日中同形語、721語(約37%)が 日中非同形語 と判断した。日本人を対象

とした語意推測、または語素教学法を考える際は、原則 として日中非同形語が対象 となる

ことは念頭においてお く必要があるだろう。
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4.日 本人 中国語初級学習者の 「語意推測」方略 を探 る

4.1.調 査 目的、方法

表3の 例 をもう一度見て ほ しい。

表3.日 本人中国語学習者の推測過程例

問題 推測過程 解答

(a)"足 球"(サ ッ カ ー) 「足」を使 う 「球技」 ○サ ッカー

(b)"日 本"(日 本) 「日本 」 ○ 日本

(c)"睡 覚"(寝 る) 「睡眠」が 「覚 める」 ×目が覚 める

(d)"手 表"(腕 時計) 「手」の 「お もて側」 ×手のひ ら

(e)"愛 人"(配 偶 者) 「愛人」 ×不倫相手

上記のような語素を手がか りとした推測は、語の構造 や 日中の意味からある程度学習者

の取る推測は予測できる。 しか し、実際に学生の答えを見ているとしば しば想定外の推測

過程や答えを目にすることがある。このように、生の学生の視点か ら考えると少 し違った

問題点が見 えて くることがある。指導側は、学生全ての事例を把握することはできない

が、できるだけ多 くの問題 と特徴 を把握することで、語素教学法の ヒントになると考え

る。そこで、2012年4月 に下記の条件 を満たす155名 を対象 に未知語の推測調査 をおこ

なった。

1.中 国語を第二外国語 として履修する大学生9

2.中 国語学習歴なし(4月 に調査)

3.日 本語母語話者

4.調 査対象語彙が未知語である者

また、今回は初級段階の学習語彙から以下の23語 を対象に調査を行った。

調査対 象語彙23語

足球 、操 場、留念、年 級、睡覚、生 日、医生、面包、午坂 、火牟、手表 、美国、随机、

屯脳、限制、負責 、介招、熟狗、汽牟、手紙 、辛拉OK、 七尤珠 、意大利

被験者にはこれら語をみて意味 を推測 し、答えのみを解答するよう指示 した。また、被

一223一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要

験者には、事前に以下の点に注意するよう口頭で指示 した。

1.全 て まだ学習 してい ない中国語 である(わ か らな くて当然)

2.漢 字 を見 て何 か しらの答 えを書 く

3.時 間切れの場合 を除 き、で きるか ぎり白紙で出 さない

4.も し中国語 の意味 を知 っている場合、問題番号 に○ をつける

で きるだけ未記入をさけるため、途中机問巡視 し、未記入者には何かしらの解答を書 く

よう指示 をしていたが、それでも解答が出てこない場合 は 「未記入」 としてカウン トし

た。また、今回の調査 目的か ら、 日中の字体差は考えないものとする。そのため、 日中間

で字体差が大 きく、同形 と認識で きない可能性のある字に関 しては、問題用紙に日本漢字

の字体を 「 」で提示 した。(例)"操 場"「 操場」、"睡 覚"「 睡覚」、など。

本調査の目的は、日本人初級学習者の推測行動、及び語素または日本語母語知識を手が

か りとした推測方略の傾向を把握することにある。なお、今回の調査 は文脈の中で未知語

を提示するのではなく、あえて語彙のみで提示 した。理由は、語彙だけを提示することで

極力語素以外の手がか りの干渉を防 ぐためである。

今回の調査及び分析方法であるが、本来詳細に学生の推測過程を考察するには、例えば

頭の中の推測過程を全て文字に起 こす方法か、もしくは被験者にインタビュー調査によっ

て推測過程をそのまま口に出してもらう方法などがある。阿部(2004)で は、20名 程度の

学習者を対象に、答えだけでなく頭の中で考えている推測過程を被験者にそのまま書かせ

るという方法で調査をした。 しか し、こうした方法による調査には事前に被験者に対 して

十分な説明が必要であり、 もし説明が不十分であると望ましい結果が出ない という危険が

あるため、被験者の数 も限られて くる。一方、今回の調査方法では、被験者の解答結果か

ら推測過程を独自に調査するため、被験者が どのような手がかりを使って推測 したかを詳

しく探 ることはできない。しかし、被験者への負担は少なく、且つ思いついた答えをその

まま解答できるという利点 もある。そこで、今回の調査 目的か ら考えて、量的研究による

調査方法を採用した。

4.2.調 査結果

今 回は紙幅 の関係上、実験語彙 の中か ら本研究 の対象 となる 日中非 同形語の二字漢語か

ら"足 球、生 日、 医生、睡覚、操場 、留念"に 絞 って考察 してみたい。
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4.2.1."足 球"「 サッカー」

表5."足 球"「 サ ッカー」 の解答結果(有 効解答 数152名/無 効解答 ・未記入数3名)

サ ッ カ ー 145 肉球 4 足の裏 1

指 1 かかと 1 無効解答 ・未記入 3

"足球"は 有効 解答152名 中145名 が正 しい 「サ
ッカー」 とい う意味 を推測 で きた。 日

本語 には 「*足球」 とい う語 は存在 しないが、語素"足"と"球"は ともに 日本語 に存 在

す る。正 しい 意味 に推 測 で きた者 は、"足 球"を 頭 の中で語 素"足"と"球"に わ けて、

「足 を使 った 「球(球 技)」 か ら、「サ ッカー」 と推 測 した可 能性 が高 い。 また、間違 った

推測 として 「肉球」 と答 えた者が4名 、 「足 の裏」、「指」、「かか と」が それぞれ1名 ずつ

いた。「肉球 」、「足 の裏」、 「指」、「かか と」 とい う答 えだ けを見 る と意味が大 き く異 なる

が、 おそ ら くどれ も 「足」 と 「球」 とい う語素 の意 味 を手 がか りに推 測 した と考 え られ

る。予想 では、 もう少 し答 えが分散 す ると考 えていたが、 このよ うに、 「足」 と 「球」 と

い う語素以外 の手が か りが ない状態 で、大半 が 「サ ッカー」 とい う意味 を想像 したの も注

目すべ き結 果である。

4.2.2."生 日"「 誕生 日」

表6."生 日"「誕生 日」 の解答結果(有 効解 答数154名/無 効解答 ・未記入数1名)

誕生 日 130 生年月日 11 太陽 1

朝日 1 その他 11 無効解答 ・未記入 1

"生 日"「 誕 生 日」 は
、 有効 解 答154名 中130名 が正 しい意味 へ と推 測 で きた。 また、

「生年 月 日」 と答 えた者が11名 い たが、"生"と"日"か ら 「生 年月 日」 と推測 して もお

か しくはない。 これ は、 日本 人が間違 いやすい答 え と考 えて良 い。他 にも、「太陽」、「朝

日」 と答 えた者 は、"日"を 「sun」の意味で推測 した結果、 間違 った推測 に繋が った と考

え られる。
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4.2.3."医 生"「 医者」

表7."医 生"「 医者」 の解答結果(有 効解答数146名/無 効解答 ・未記入数9名)

医者、医師 109 医大生 20 病院 5

医大 2 医療 1 医者の息子 1

医者の人生 1 患者 1 その他 6

無効解答 ・未記入 9

"医生"に つ いては
、正 しい意味 の 「医者、医 師」 と推 測 した もの は109名 いた。 しか

し、「医大生 」 とい う解答 が20名 お り、"生"を 「学生 」の 「生」 と認識 した結果 であ ろ

う。 日本 人に とって 「～生」 は、 「学 生」の意味 で イメー ジされやすい とい う特徴 があ る

のか もしれ ない。 なお、"生"「 生」 とい う字 は、読み ・意味項 目が多 く、推 測 には注意の

い る語素 である。ちなみ に、 『常用 漢字表10』 には、音 読み は 「セ イ、 シ ョウ」、訓読み は

「い きる、いかす、 いけ る、 うまれ る、 うむ、お う、 はえる、 はやす、 き、 なま」 の音訓

12の 読みが あ り、『常 用漢字 表』 内で最 も音訓 読みが多 い字 であ る。意味 の面で も、「生

死」、「生活」、「生産、派生」、「生徒 、学生」、「生食、生野菜」な ど多義 にわたる。

4.2.4.`睡 覚"「 寝 る」

表8."睡 覚"「 寝 る」の解答結 果(有 効解答数141名/無 効解答 ・未記入 数14名)

睡眠、

寝 る、寝 る こと
68 夢 17 起 きる、起床 14

目覚め、 目覚める、

目が覚める
12

目覚 まし、

目覚 まし時計
9 眠たい、眠い 5

眠気 5 睡魔 2 爆睡 2

味覚 1 その他 15 無効解答 ・未記入 14

この語 のポ イ ン トは"覚"に ある。 日本語 の 「覚」 には、大 き く次 の3つ の意味 が あ

る。

① 「おぼ える」② 「さめる」③ 「感覚(味 覚、聴覚、視 覚、 など)」

このように、多義語の場合 には当然個人 に よって推測が異 な り、結果答 え も大 きく散 け

るのが特徴 である。 しか も、 ポイ ン トは中国語 の"覚"が どれに も当てはま らない とい う

点 であ る。で は、 日本人 は"覚"「 覚」 とい う字 を見 ると どの意 味項 目が頭 に浮か び、 さ
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らに 「睡」 と組 み合 わせ て語 の意 味 を推測 してい るの だろ うか。結 果 をみる と、「睡 眠、

寝 る、寝 る こと」 と、正 しい意味 にアクセスで きた者 は68名 いた。 しか し、 これは非常

に奇妙 な ことであ る。 日本語 で 「睡」 と 「覚」 の上記 の どの意味項 目で推 測 して も、「寝

る」 とい う結 果 には繋 が らない。そ こで、数名 に実験後推 測過程 を尋 ね た ところ、「睡」

の字 だけで 「寝 る」 と答 えた とい う。全員が 同様 の推測 を した とは断定 で きないが、 この

よ うな どち らか一方の語素 のみ を手が か りに推 測す る とい う行 動 は他 の語 で も見 られ た。

これ も、一 つの学習方 略 と して把握 す る必要が あ るだ ろ う。一方、 「睡眠、寝 る、寝 るこ

と」12名 、「起 きる、起 床」14名 、「眠たい、眠い」5名 、 これ らは、"覚"「 覚」 を 「さめ

る」 とい う意味で認識 し、「睡眠」 が 「覚 め る」 と推測 した と考 え られ る。 また、③ 「感

覚(味 覚 、聴 覚、視 覚、 な ど)」 の意味考 えた と予測 で きる 「味覚」 とい う答 え も1名 い

た。

4.2.5.``操 場"「 グラウン ド」

表9."操 」易"「 グラウ ン ド」の解答結果(有 効解答数124/無 効解 答 ・未記入数31)

グラウ ン ド、運動場 16 体育館 11 体操、体操場 10

操縦、操縦席 9 操作 8 あげ もの、天ぷ ら 5

工場 4 運転席 4 その他 57

無効解答 ・未記入 31

"操」勿"(「 グラウン ド
、運動場 」の意味)は 、正 しい意味で推測で きた者が少 なかった。

ここで は、"操"「 操 」が問題 となる。 日本語 「操 」の意味 を 『新選国語辞典』で見 てみ る

と次の ようにある。

① 「あやつ る、 うこかす」:操 業 、操作 、操縦、体操、 など

② 「み さお、心 を しっか りとた もつ」:操 行、操守、節操、貞操、な ど

結果 をみる と、 日本人 は 「体操」か 「操 る、操作、操縦」 の どち らかが浮か びやす いこ

とが伺 える。「体操」で推測 した場合、 「体操」 の 「場所」 か ら 「グラウ ン ド、運動場」 も

しくは 「体育館 」 とな る。一 方、「操 る、操作 」 で推測 した場合 、「操 る、操作 す る」+

「場所 」 か ら 「操縦席 、運転 席」 とい う推測 に繋 が って い る。 さらに、 ここで の特徴 は、

解答 結果 か らわかる ように答 えが広 く分か れた とい う点 も注 目すべ きであ る。「その他 」

とは、解答 数が1つ の もの であるが ここでは57あ った。答 えが分散 す る語 は推測 が困難

な語 と考 えられ、注意が必要であろ う。
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4.2.6."留 念"「 記念 に残 す」

表10."留 念"「 記念 に残す」 の解答結果(有 効解 答数122名/無 効解答 ・未記入数33名)

留年 67 我慢 6 思い出 6

残念 4 注意 3 後悔 3

留学 3 留守 2 その他 18

無効解答 ・未記入 33

この"留 念"(「 記 念 を残 す」の意味)は 、想 定外 の興 味深い結果 となった。"留"「 留」

は、結果 か らも多 くは 「とどめ る」 とい う意味で理解 してい るこ とが わか る。注 目すべ き

ポイ ン トは、"念"「 念 」であ る。「念 」 は日本語で考 える と、「念 じる」か 「記 念」の二つ

の意味が思 い浮 かぶ だろ う。実際、 この"留 念"の 意味 は 「記念」 とい う意味が浮かべ ば

正 しい意味 に繋が る可能性が 高 くなるが、逆 に 「念 じる」 とい う意味が浮かぶ と正 しい意

味へ の アクセス は困難 となる。実験前 の予想 で は、「念 じる」 とい う意味 が浮 か び、「記

念」 の 「念」 と考 える者 は少 ないのではないか と考 えていた。結果、予想通 り 「記念」 と

考 えた者 は、「思 い出」の6名 である と考 え られ る。

問題 は、122名 中67名 が 「留年」 と答 えた結果 である。 これ は漢字の意味ではな く、音

「りゅうねん」 を推測 の手掛 か りとした と考 えて良い。推測 の手がか りは漢字(語 素)の

意味が強 い と考 えていたが、 この ように音(同 音)に よって意味 を推測す る場合 もあるこ

とがわか った。 この ように、実際 に調査す ることで想定外の学習方略 も見 えて くる。

4.3.調 査のまとめ:語 彙指導への応用

学習者の間違いや問題の傾向は、語構造や日中間における意味の差異の分析から、ある

程度予測はたてられる。 しか し、実際にこのように学習者の生の答えを見て、結果か ら少

し深 く過程を考えることで、これまで見えてこなかった問題点が浮 き彫 りになる。語素教

学法研究には、特にこの後者の視点は重要な要素 となると考える。今回は、いくつかの語

に限定 して調査を行ったが、今後 も可能な限り一語で も多 く生の学習者の問題点を把握 し

てい く必要があると考えている。

なお、今回は実験終了後、語彙指導の一環 として日中間の字体、字義の差異や外来語に

ついての指導をおこなった。被験者には、今回の調査の意図を被験者に説明 し、同日寺に語

素を手がかりとした推測方略の問題にも触れた。日本人は、母語の語彙習得においても語

素を手がかりとした語意推測 とい う方法は頻繁に使用 しており、 日本人にとっては半ば無

意識的に使っている学習方略 と言っても良い。そのため、語素 と語の関係性を重視 してい
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る被験 者 は少なかった。 これ は、荒川氏 の指摘 とも関係 して くる。

「"扮照"が パス ポー トで あるこ とは誰で も知 ってい る。 しか し、 これが なぜパス ポー

トになるのか。"扮"が 「保 護す る」 とい うの はわかる。で は"照"と はな にか。す

ぐに ピン トこない のは、 この字の意味 が 日本の 「照」 に ないか らだ。(以 下、省略)」

(荒川2009:41)よ り引用

通常、新 出単語 で は、 『"扮照"(名)「 パ スポ ー ト」』 と提示 し、学 習者 は"扮 照"が

「パ スポー ト」 だ と覚 える。学 生の 中で よほ ど研 究熱心 な学生 は、上記 の ように 「"扮照"

の"照"の 意味 は?」 、「なぜ"扮"と"照"で 『パスポ ー ト』の意味 になるのか?」 と考

えるか もしれ ないが、その ような学生 はご く稀 であ る。今 回の ように、語素教 学法の前段

階 として、学習者 に語素 を手が か りとした推測方略 の問題 を考 えさせ るの も重要 である と

考 える。

5.日 本人中国語学習者を対象とした語素教学法を考える

5.1.語 素教学法で必要な条件 と要素

漢語語素研究は、語構造的要因、意味的要因など、これまで様々な角度から研究が行わ

れてきたが、語素教学法ではこうした研究成果 を元に、さらに次のような問題を想定 した

問題解決が必要であると考える。

1.語 素、語 彙の選別

2.提 示時期

3.提 示 方法

4.指 導方法

これらを総合的に考えることが語素教学法に必要な要素であり、 どの要素が欠けても効

果的な語素教学法は望めない。今回は紙幅の関係上、これらの問題の中で 「語素、語彙の

選別:何 を教えるか」に絞 り、い くつかの問題点を少 し掘 り下げて考えてみたい。常用さ

れる語素が3000近 くある中で、全ての語素 を教 えることは不可能である。しか も、冒頭

か ら度々述べているが、これが語彙教育 となるとさらに時間の制限があり、どの語素を教

えるかを選別することが語素教学法研究において重要な要素 となる。これまでの語素教学

法研究では、語素または語の選別の問題は非常に曖昧で詳 しく考察 されていない。特に、

日本人学習者に限定 した考察は少な く、本研究で詳しく考えていきたい。そもそも、語素
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の選別を考える際、通常であれば教えるべ き語素または語に重点を置かれがちであるが、

語素教学に向かない語素 または語 を考えることも重要な語素の選別 と言える。そこで、今

回は特にこれまであまり指摘されなかった後者の視点か ら、以下3つ の方法で 「語素、語

彙の選別」の問題点を指摘 したい。

5.2.日 中同形語素11の 問題

日本人 中国語学習者 を対象 とした語素教学法 を考 える際、 日中非同形語が対象 の条件 と

なることは上記3.3説 明 した通 りであ るが、 この 日中非同形語 をさらに深 く見てい くと二

字漢語 に含 まれる第一語素及 び第二語素が 日中同形であ るか によって、大 き く4つ のタイ

プにわけ るこ とが で きる。なお、 ここでは"生 日"を 例 にす ると、"生"を 「第一 語素」、

"日"を 「第二語素」 とす る
。では、各 タイプの特徴及 び問題点 を考 えてみたい。

表ll.日 中同形語素の タイプ(日 中非同形語721語 を対象)

タイプ 二字漢語 数(%)12 特徴 例

A 512語(71%) 第一、二語素 とも日中同形 生 日、足球 、感到、留念

B 83語(12%)
第一語素は日中同形

第二語素は日中非同形
牛妬、小 姐、恐伯 、号偶

C 93語(13%)
第一語素は日中非同形

第二語素は日中同形
哩酒、本果、倣客 、ヌ艮巨

D 33語(5%) 第一、二語素 とも日中非同形 拉坂、翅膀 、月各腎 、夢 卜

まず、第一、第二語 素 とも日本語 に存在す るAタ イプは、例 えば"生 日"の ように、二

字漢 語"生 日"「*生 日」 として は 日本語 に存在 しない、 いわ ゆる 日中非 同形 語彙 であ る

が、語素 の単位 で見 る と、"生"「 生」、"日"「 日」 ともに 日本語 に存在す る。 この タイプ

に属す る日中非同形語 は、上記 のよ うに語素の意味が手がか りとなる もので、全体 の71%

を占め る。

次 に、第一語素、 また は第二語素 の どち らか一つ は 日本語で使 われ ない 日中非 同形の語

素が含 まれ るBま たはCタ イプであるが、例 えば"牛 妨"で 見 る と、二字漢語"牛 妨"は

"生 日"同 様
、 日中非 同形語 となる。そ こで、語素 に"牛"と"妨"で 見 た場合、"牛"は

日本語 「牛 」 とい う字が存 在す るが、"効"と い う字 には 日本語 で は使 われ ない。そ うな

る と、当然推測の手がか りは"牛"だ けになる とい うことであ る。二字漢語の構 造か ら考

えると、 どち らか一つの語素の手がか りだけで は正 しい意味 に繋が る可能性 は低 くなる と
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同時 に、 間違 った推測 に繋 が る危険性 が高 くなる。BとCタ イプ に該当す る二 字漢語 は、

全体の25%(Bタ イプ12%、Cタ イプ13%)を 占める。

最後 に、第一、第二語素 とも日中非 同形のDタ イプであ るが、"拉 坂"の よ うに"拉"、
"坂"と もに 日本語で使 われない語素 の場合

、 日本語 の知識 では二字漢語だけでな く語素か

らの手が か りも全 くない状態 である。偏労か らの手が か りを考 えない もの とすれ ば、 これ

らは非漢字 圏の学習者 と同様 の状態 である。 このタイプの語 は、 日本人 に とって推測 の出

来 ない語素 として、予め把握 してお く必要が あるだろ う。 このDタ イプは全体 の13%で 、

721語 中わずか33語 であ った。これ らはまとめて提示、指導、学習が可 能な数 であろう。

このように、 日本 人 を対象 とした語 意推 測や語素教学法 を考 える際、 日中同形語素 の問

題 も考慮 すべ きで ある。特 に全体 の約3割 を占め るB、C、Dタ イプに関 して、予 め指導

側 は把握 してお くことは重要で ある。 これ らの指導法 に関 して も、直接 二字漢語 として教

えるのか、 または新た な提示 方法や指導法 を考 えるのか、今後検討 の必要が ある。

5.3.使 用頻度の問題

次 に、使用頻度 の視点 か ら考 えてみたい。 どの語素 を教 えるか、 とい う問題 を考 えるに

あた り、語素の使用頻度 は重要 な判 断基準 の一 つ となる と考 える。 まず、二字漢語 に含 ま

れ る語素数 の問題 を考 えてみたい。例 えば3000の 二字漢語 には、語素 はその倍 の6000で

ある。 これだけ をみ る と、語素 を学習す る ことは倍 の時 間がかか る計算 になる。 しか し、

この数字 は延べ数 であって同 じ語素 が重複 してい るもの もある。 では、同 じ語素 をま とめ

て1と カ ウン トした場合 の、いわゆる語素の異な り数 は どれ くらいになるだ ろうか。今 回、

既存 す る中国語 の語彙 リス ト 《双沼 水平洞 江与双字 級大鋼》 の二字漢語6415語13を 対 象

に語素 の異な り数 を調査 した。 その結 果、6415語 で語素 の延 べ数 は倍 の12830で あ るが、

異 な り数 は2427で あった。 この結果 は、言 い換 える と一 つの語素が複 数の語 で使 われ て

い る ものが あるとい うことであ る。 この ように、語素 には二字 漢語の 中で何度 も出現す る

もの もあれ ば、た った一つの二字漢語 にで しか使 われない もの もある。 もちろん、一概 に

使用頻度 の多い語素が重要 で、使用頻度 の低 い語素 は重要 ではない とは言 い切 れない。 し

か し、 冒頭か ら述べ ている 「効率 よく語彙量 を増 やす」 とい う面 か ら考 える と、や は り語

素 の使用頻度 は重要 な要 素 となる。 また、少 な くとも指導側 はこの問題 は把握 してお く必

要が あ る。で は、使 用頻 度が高 い語素 は どの ような ものか具体 的 にみてい きたい。今 回

は、《双沼水平洞江級大鋼》 の二字漢語6415語 を対象 に調査す るが、二字漢語の場合、第

一語素 また は第二語 素の どち らで出現す るか、 とい う問題 も重要 にな って くる。そ こで、

今 回は第一語素 と第二語素 それぞれの位 置での使用頻度 を調査 した。
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5.3.1.第 一語素 における語素の使 用頻 度14

表13.第 一語素での使用 回数及 び該 当語素数15

使用回数 該当語素数

1回 796(42%)

2～9回 962(51%)

10～19回 104(6%)

20～29回 15(1%)

30回 以上 6(0%)

二字 漢語6415語 中、 第一語 素 にお ける異 な り語 素 数 は1883字 で あ った。 この中 で、

6415語 中わずか1語 に しか使用 されない語素 は796字 で、全体 の約4割 を占める。

表14.使 用頻度の高い第一語素

第一語素 使用回数 二字漢語例

不 56回 不錯 不但 不久 不如 不同 不要 不用

大 43回 大概 大家 大声 大学 大夫 大街 大量

一 39回 一般 一点 一定 一共 一会 一快 一起

公 31回 公安 公布 公民 公頃 公式 公用 公扱

分 31回 分布 分割 分工 分解 分寓 分裂 分泌

升 30回 升亦 升除 升劫 升友 升坂 升 口 升幕

人 29回 人家 人同 人力 人群 人士 人体 人心

出 29回 出差 出序 出劫 出坊 出境 出面 出名

上 28回 上扱 上居 上 上交 上遊 上室 上任

友 28回 友焼 友生 友現 友展 友表 友出 友迭

一方、 第一語 素 において使用頻度 が最 も高い語素 は"不"で 、56語 に使用 され てい た。

次いで、"大"の43語 、"一"の39語 と続 く。
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5.3.2. 第二語素における語素の使用頻度

表15.第 二語素での使用回数及び該当語素数

使用回数 該当語素数

1回 737(43%)

2～9回 848(49%)

10～19回 99(6%)

20～29回 24(1%)

30回 以上 9(1%)

続 いて、第二 語素で 同様 に調査 した結果、異 な り語素 数は1717字 で、6415語 中わずか

1語 に しか使用 されない語素 は737字 で、全体の約4割 を占める。

表16.使 用頻度の高い第二語素

第二語素 使用回数 二字漢語例

子 131 杯子 本子 几子 核子 校子 橘子 桔子

人 46 愛人 別人 夫人 工人 病人 大人 故人

力 44 努力 夙力 精力 能力 用力 有力 吃力

心 40 点心 美心 安心 担心 放心 決心 耐心

劫 37 激劫 生劫 推劫 行劫 自劫 変劫 凋劫

訣 36 口訣 里来 眉来 前訣 拳来 外美 指美

行 34 遊行 旅行 根行 不行 挙行 実行 送行

面 33 方面 児面 北面 表面 地面 奈面 対面

定 30 決定 一定 否定 規定 堅定 肯定 碗定

用 29 不用 利用 使用 采用 費用 没用 耐用

会 29 机会 社会 晩会 宴会 一会 大会 工会

汽 29 客代 室代 天代 力代 煤代 暖代 脾代

表16か ら もわか る ように、第 二語素 の使用 頻度 上位 には、"子"、"共"、"面"、 な ど、

接尾 辞 的用法 で用 い られ る語 素が 多 く見 られ る。第二 語素 で最 も多 く使 われ る語 素 は、

"子"で131語 に出現 してい る
。
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5.3.3.第 一語素及び 第二語素 における語素の使用頻度16

最後 に、第一語 素、第二語素 を合わせての出現 回数 の結果 も報告す る。

表17.第 一語素及び第二語素での使用回数及び該当語素数

使用回数 該当語素数

1回 831

2～9回 1225

10～19回 261

20～29回 69

30～39回 23

40回 以上 18

表18.第 一語素、及び第二語素での使用頻度の高い語素

第一、二語素 使用回数 第一、二語素 使用回数 第一、二語素 使用回数

子 134 力 49 友 44

人 75 行 48 一 43

不 61 地 46 出 41

大 58 代 46 用 、 学 40

心 57 分 46 生 、 会 、 美 39

劫 53 面、定 45 法、事 38

第一語素 及 び第二語素 での使 われ方 を見 る と、 また違 った問題 も明 らか にな る。例 え

ば、最 も使用 回数が多 い134語 で使用 されている"子"は 、第二語素 で131語 に使用 され

てい るが、第一語素 として は"子 弾"、"子 弟"、"子 刊、"、の3語 のみであった。

同様 に"不"も61語 で使 われているが、第一語素 として56語 、第二語素 としては"駄

不"、"毫 不"、"要 不"、"決 不"、"自 不"の5語 のみであ った。 この ように、第一語素 また

は第二語 素の どち らか に集 中 して使 用 される語 素 もあれば、"地"、"友"、"出"、"法"の

ように、第一語素、第二語素 におい て均 に、高頻度 で使用 されている語素 もあ り、特 にこ

のような タイプは語素教 学法において注 目すべ き語素 と言 える。

今後、 さ らに詳 しく考察 してい く必要があ るが、 まず語 素教 学法で の語素 の選別 とい う
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視点から考えると、この調査結果を把握することは重要である。

5.4.語 素 が手がか りとな りにくい タイプ

5.4.1.擬 音語、擬態語、感嘆詞、外 来語(音 訳)

"咬 冴"
、"口合 吟"の よ う な 「擬 音 語 、 擬 態 語、 感 嘆 詞 」 は、 語 素"咬"

と"啄"、"口 合"と"吟"の 意味か ら語"咬 厨"、"吟 吟"に 繋が っているわけではない。 ま

た、外来語(音 訳)も 同様 である。先述 したように、多 くは一字漢語一語素 の関係 にある

が、"沙 友"(ソ ファ)は 、"沙"と"友"で は意 味 をな さず、"沙 友"で 初 めて意味 を持つ

単位 であ るため、"沙 友"が 一つの語素 と考 えるべ きであ る。近年 では、 この タイ プの音

訳 による外来語が数多 く存在 する。 こ うした語 は、音 を推測 の手 がか りになるこ とが ある

が、意味 か らは推測 の手が か りにな らないため、語素"沙"と"友"に 分 けて考 えるのは

効率 的ではない。 よって、学習者 には、事前 にこう した語 はまとめて提 示す るか、指導時

に注意 を促 す必要 がある。

5.4.2.品 詞による判断

品詞 か らもあ る程度語 素教学法 に適す る もの と適 さない ものの選別 は可能で ある。(中

国語 の場 合)語 素教 学法で対象 とな る語 は、基本 的に動詞、名詞、形容詞 が中心 となる。

一方、副 詞、助 動詞、介詞(=前 置詞)、 接 続詞 な どは、語素義 と語 義の関係性 が低い も

のが多 い。 もちろん語素教学法 の対象 と成 り得 る もの もあ るが、 これ らは語の単位で意味

を理解 したほ うが効果的で はないか と考 える。

表19.語 素教学に向かない品詞例

品詞 例

副詞 島上 「す ぐに」、然后 「しか し」、也杵 「～ か もしれない」、尤其 「特 に」

助動詞 庫核 「～すべ きだ」、座 当 「～すべ きだ」、能移 「～で きる」

介詞 自駄 「～以来」、由干 「～ なので」、按照 「～に従 って」

接続詞
因力 「(原因)～ なので」、所 以 「だか ら～」、不但 「～ だ けで な く」、 而且

「しか も、 さらに」

この他にも様々なタイプが考えられるが、このように 「語素義+語 素義=語 義」の関係

性が低 く特殊なタイプをまず事前 に把握することが語素教学法にとって重要な問題であ

り、この問題を軽視 して しまうと、効果的な語素教学法にたどり着 くことは難 しいだろう。
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また、このような語素または語 に関しては、語素教学法とは別の提示、指導方法を考える

必要があ り、これは筆者の今後の課題としたい。

6.お わりに

実際の語彙教育には時間に限 りがあり、全ての語素 を指導することはできない。そのた

め、語素教学法研究には今回指摘 したようにまず語素の選別を行う必要がある。本論で指

摘 した使用頻度の問題や、 日本人学習者を対象にした場合に重要な日中同形語素の問題は

語素の選別の一つの判断基準であり、今回の調査結果を指導者が把握 しておくことで指導

時の助けにもなると考える。語素の選別には、本論で提案 した選別方法以外にも様々な要

因が考えられる。今後はさらに一つで も多 くの視点か ら語素の選別に関して考察 していく

必要がある。本研究では、特に日本人中国語学習者を対象 とした語素教学法の可能性を指

摘 したが、これはまだほんの一考察にすぎない。現段階で語素教学法には様々な課題や問

題点を抱えている。実際、漢語における語素の問題は非常に複雑であり、語素の選別、提

示時期、提示方法などを誤ると、語素教学法はむしろ危険な指導法に成 り得る危険性 も含

んでお り、諸刃の剣で もある。 しか し、語素教学法は、大 きな可能性を秘めているテーマ

であ り、今後更なる研究が 日本における中国語語彙教育にとって大 きな役割を果たす と考

えている。今後は、さらに様々な角度か ら語素教学法を考察 していきたい。
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々

り
0

4

5

6

本論文 は2012年6月3日 に神 田外 国語大学で行 われた 「中国語教育学会第10回 全 国

大会/高 学校 中国語教育研究会全 国大会」で の研究発表 「日本人 中国語初級学習者 に

見 られる語素 を手掛か りとした未知語の推測 とその効果」 を元 に、加筆 ・修正 した も

ので ある。

本研究で言 う 「日本人」 とは、 日本語 を母語 とす る者 と定義付 ける。

日本 の大学 にお ける第二外 国語 としての 中国語履修状 況 は、1～2年 間(1年1～2

コマ)が 一般的で ある。輿水(2005)で 詳 しく紹介 され てい る。

「二字漢語」 は、野村(1974、1975、1988)で 使 ってい る表現であ る。「二字漢語」 と

は、二つの漢字で構成 されてい る語 を指すが、漢語 は原則一字一音節 なので 「二音節

語」 とほぼ同義 と考 えて良い。

「語意推 測」 は、森美子(2004)で 使 われ た表現 であ り、未知語 の意味 を推測 す る と

い う点か ら、本研究 にお いて も 「語意推測」 とい う言葉 を使用す る。

「単 語 カ ー ドを用 い て 語 の 意 味 を 覚 え る とい っ た 『意 図 的 学 習 』(intentional
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

learning)と は対照 的に、 さまざまな言語活動 の副産物 と して未知 の語 に関す る知識

を獲得す るこ とを指す。」 『応用言語学事典』(2006:553)

日中同形語 の判 断は、 『新選 国語辞典 第九版』 の見 出 し語 にあ る語 を日中同形語、

見 出 し語 にない語 を 日中非 同形語 とす る。 また、 中国の簡体字 と日本の新字体 による

字体差 は考 えない もの とす る。(例)中 国語"梧"と 日本語 「語」 は 日中同形 と判断。

中国語 を専 門 としない第二外 国語 として履修す る大学の クラスで ある。

筆者が非常勤 として勤め る四大学で実施。

『常用漢字表』(平 成22年 内閣告示第2号)を 使用す る。 なお、今 回の改訂で1945字

か ら2136字 となった。

本節 におけ る 日中同形 語素及 び 日中非同形語素 の判 断 は、 『常用漢字 表』(平 成22年

内閣告示第2号)の2136字 を基準 とし、 『常用漢字表』 に掲載 されてい る字 を 「日中

同形(語 素)」、掲載 され てい ない字 を 「日中非 同形(語 素)」 と判断 した。

日中非 同形語721語(3.3参 照)に 占めるパ ーセ ンテージ を表す 。

《汲活水平洞江与汲字級大鋼》では二字漢語の数 は明記 されてお らず、 また一字漢語、

二字 漢語、三字 漢語 の判 断基準 は見解 に よって異 な る恐れが あ る。6415語 は、本研

究独 自の判断基準 による もので ある。

"釜釜"
、"常 常"、"弟 弟"な ど、前後 同 じ語素で構成 されてい る語 は全49語 。 これ ら

は、第一語素、第二語素 それぞれ1回 とカウ ン トす る。

例 えば、使用 回数1回 とは、6415語 の 中で第一語素 また は第二語素 の どち らか一方

の語素 と して1語 だけに出現す る語 素 を指す。(例)椴[椴 燐]、 鴻[鴻 蛋]、 帽[帽

子]、 な ど。

注14の 問題 に関 して、 ここでは"釜 釜"、"常 常"、"弟 弟"は それぞ れ使 用 回数 を1

回 とカウ ン トす る。
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